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愛知県瀬戸市における生きものブランド米の開発、販売に対する米穀小売業者の意識
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Abstract: Jagahora River, Shimohadagawa-cho, Seto City is the only natural breeding ground for japanese giant 
salamanders (Andrias japonicus) (nationally designated special natural monuments) in Aichi Prefecture. In addition, 
this habitat is the eastern limit habitat located in Japan. The Jagado River is one of the cleanest rivers in the Owari 
region, and maintaining a rich aquatic ecosystem is considered essential for the growth of japanese giant salamanders. 
In Shimohadagawa-cho, agriculture using the water of this river is the main industry. Therefore, in this study, in 
order to understand the possibility of production and distribution of the creature brand rice - japanese giant 
salamander rice, the retailers in Seto City are interest of the sales of the rice. We conducted a questionnaire survey 
of rice retailers in Seto City to see how interested they were in the development and sale of the rice. As a result, 
retailers founded in Seto City for more than 40 years ago were interested in selling. Seller's requirements for sales 
are: 50% or more pesticide reduction rate, quality assurance (certification system, etc.) by public institutions and JA 
(50%), "Continuous local environmental conservation activities what is being done” (50%).In terms of factors 
necessary for branding, the top answers were "farming with low environmental impact," "high freshness," and 
"reduced pesticides and organic farming." Moreover, more than 80% of the respondents gave a positive answer to the 
sale.From these results, it was thought that it would be possible to secure a sales route when the japanese giant 
salamander rice in Seto City was produced. 
 
keywords: biodiversity conservation, andrias japonicas, creature brand rice, regional ecosystem, regional 
economy 

１．はじめに

生物多様性保全にとって、農業は影響が大きいこ

とから、持続可能性の高い農業への転換は重要な課

題になっている 。

国内においては、稀少な生物が生息する農地やそ

の生態系において、環境負荷を低減した持続的な農

業に転換する事例が増加しているが、その一方で、

環境負荷を低減するために減農薬、無農薬にするこ

とで、除草作業の増加や害虫駆除作業等が増加する

ことで経済的にデメリットが大きくなるリスクがあ

る 。この問題を解決するために、生物多様性保全

に貢献する農業を行って生産される農産物を差別化

（ブランド化）し、慣行栽培の農産物より高い値段

で市場に販売したり、直販したりして、収益を確保

する農業が行われ始めている。こうした取組を農林

水産省は「生きものマーク」の取組として推進し、

生物多様性に配慮した農林水産業の実施と、農産物

等を活用しての消費者などのステークホルダーとの

コミュニケーションを総称して、「生きものマークの

取り組み」と呼んでいる。本論においても、これを

踏襲し、生物多様性ブランド農産物の中でも「生き

ものマークの取り組み」由来の農産物を「生きもの

マーク農産物」と記し、この中でもお米を「生きも

のブランド米」と記す。
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こうした取り組みは、 年代以降に多く行われ

始めており、中でも水域生態系の保全に貢献する水

田においては、生物多様性米（生きものブランド米）

として販売し、地域経済の活性化と地域生態系の保

全を両立させる仕組みとして注目されている 。

生きものブランド米の取り組みを地域別にみると、

こうした仕組みが関東圏、関西圏で活発であるが、

中部圏における活動事例が少ない。こうしたことか

ら、本研究では、愛知県で唯一オオサンショウウオ

の繁殖が確認されている下半田

川町蛇ヶ洞地区で生産されるお米をオオサンショウ

ウオ米として販売する仕組みを作っていくことを念

頭に、地元の米穀小売業者がこうした商材の販売に

対して、どの程度関心を持つかの意識調査を行った。

また、既往研究において、両生類は鳥類や哺乳類な

どと比較して価格差（プレミアム）が付きにくいこ

とが明らかになっているが 、下半田川町が、愛知

県で唯一のオオサンショウウオの繁殖地であること

や日本の東限の生育地であることから、既往研究の

プレミアムよりも高くなるかの検証を行った。

２．調査地の概要

２－１．蛇ヶ洞川特定地区

瀬戸市下半田川町 しもはだがわちょう 蛇ヶ洞川

じゃがほらがわ は､愛知県内で唯一のオオサンシ

ョウウオ 国指定特別天然記念物 の自然繁殖地で､

日本で最も東に位置する東限の生育地である｡蛇ヶ

洞川は尾張地方の中では最も水がきれいな河川で､

この水源である森林や河川に多様な生物が生息する

生態系が維持されていることが､オオサンショウウ

オの生育に必要不可欠と見られている｡その一方､減

農薬､無農薬の農業は､雑草や害虫等の管理をこまめ

に行う必要があるため通常の農業よりも手間がかか

る上､収穫量が減るため､コスト面では通常の農業よ

りも不利になり､農家が積極的に選択することが難

しい状況がある。

下半田川町の蛇ヶ洞地区は、 年 月に瀬戸

市初の環境保全の特定地区に指定された。本地区に

は、オオサンショウウオの他、哺乳類ではニホンカ

モシカ、ノウサギ、ニホンリスなど、鳥類ではカワ

ガラスなど、植物はではナメラダイモンジソウ、カ

ラコギカエデなど県内でも希少性が高い動植物の生

育が確認されている 。

その一方で、この河川の水を利用した水田が営ま

れており、下半田川町の主要な産業となっている。

近年、農家の戸数は減少傾向であるが、地域の景観

や自然に魅力を感じた ターン者などもおり、下半

田川町では、持続的な農業経営が期待されている。

３．方法

３－１．アンケートの詳細

アンケートの質問は、全 問で、環境保全に貢献

するお米の販売に関する質問 問、販売者の基礎的

情報に関する質問 問とした（表１）。問 では、オ

オサンショウウオ米について、銘柄（品種）をコシ

ヒカリで白米として、愛知県産コシヒカリ の相

表１ アンケートの項目、選択肢 
問番 設問の主題 設問の内容 回答選択肢

オオサンショウウオ米の販
売への関心度合い

瀬戸市下半田川町で生産されているお米「オオサンショウウオ米」の販売
について、どの程度関心がありますか。

とてもある／ややある／どちらでもない／ややない／まったくない

「オオサンショウウオ米」を
販売する際に付帯している
と良い条件

公的機関、JA等の品質保証（認証制度）、現地の環境保全活動が継続的
に行われていること、現地の環境保全についての科学的根拠、生産者情
報の開示、オンサンショウウオの生息状況の情報公開、オオサンショウウ
オ米の味に関する情報公開

必須／すぐには必要ないが、いずれあると良い／必要ない

必要な減農薬率
「オオサンショウウオ米」を流通させるために、最低限どの程度の減農薬率
であると良いと思いますか。

0%（慣行のままで良い）／25％程度／50％程度／75％程度／100％（無
農薬）

販売条件
オオサンショウウオ米について、どの条件であれば販売出来ると考えます
か。銘柄（品種）はコシヒカリで白米とします。愛知県産コシヒカリ10kgの相
場を4,000円とします。

別表

支援可能なこと
「オオサンショウウオ米」を直接販売する以外に、下半田川町並びに蛇ヶ
洞川の環境保全に関して、可能と思われる支援がありますか。

米の生産者に対する寄付／生産や環境保全等に関する道具や機材等の
貸出しなど、技術的支援／農産物の加工等の商品開発の支援／オオサ
ンショウウオ保全活動に対する寄付／オオサンショウウオ保全活動に社員
が参加（清掃活動等も含む）／オオサンショウウオ米の広報活動支援／そ
の他（　　）／支援は出来そうにない

生きものブランド商材の販
売実績

現在あるいは過去に「生きもの米」の様な生物多様性保全に貢献する農
産物およびその加工品を扱ったことがありますか

販売したことはない／現在、販売している／過去に販売していた　＊販売
実績がある場合は、その農産品・加工品の種類

生きものブランド商材一般
の販売への関心

環境に配慮した持続可能な農業による農産物の販売に対して関心はあり
ますか。

とてもある／ややある／どちらでもない／ややない／まったくない

減農薬・無農薬の農産物・
加工品の販売量についての
今後の意向

今後、生物多様性保全に貢献する減農薬・無農薬の農産物・加工品の販
売量を増やしていきますか。

増やす／どちらでもない／増やさない

農産物のブランド力を高める
要因

農産物の主要商品について、ブランド力を高めていると考えられる要因

＊当てはまるものに対して順位を回答
減農薬・有機農業／環境負荷を低減した農法／伝統的な農法によること
／地元の特産品であること／地元で生産していること／鮮度が高いこと／
販売先の売り出し方／価格が安いこと／その他（　　）

SDGsの取り組み状況 SDGsを掲げた活動を行っていますか。
取り入れている／まだ取り入れていないが予定がある／取り入れておら
ず予定もない

組織の概要 組織の基本的情報についてお教えください。
設立からの事業年数／瀬戸市における事業年数／現在の年間事業収入
／従業員数／業種
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場 円を示したうえで、表２に示した販売条件

で販売が可能と判断しうる条件について尋ねた。

アンケートの対象者は、実際に販売することに対

して意欲があることが想定される瀬戸市の事業者と

するため、瀬戸市環境パートナーシップ事業者会議

（以下、事業者会議と記す）の会員組織 社に会議

にて声かけを行い、関心を示した 社から回答を得

た｡令和 年 月 日（月）の週に配布して、 月

日 金 までに､郵送による返送を依頼した。

４．結果

４－１．回答者数

瀬戸市環境パートナーシップ事業者会議の会員組

織のうち、米穀小売卸店４社、ドラッグストア１社

からの回答を得た。米穀小売卸店４社の瀬戸市にお

ける事業年数はそれぞれ、 年、 年、 年、

年と長く、いずれも瀬戸市で創業した事業者だ

った。ドラッグストアは、創業 年で瀬戸市での

事業開始からは 年だった。

４－２．「生きものブランド米」販売に対する関心

回答組織の瀬戸市下半田川町で生産されているお

米「オオサンショウウオ米」の販売に対する関心の

度合いを図１に示した。「とてもある」、「ややある」

がそれぞれ 票ずつで ％だった。 社は「まった

くない」の回答だった。なお、この 社は、他の質

問に対する回答がなかった。

４－３．「生きものブランド米」販売に向けた品質

等の条件

オオサンショウウオ米の商品化にあたって必要と

される要素について、図２に示した。「必須」の回答

が多かったのは、「公的機関、 等の品質保証（認証

制度等）」（ ）、「現地の環境保全活動が継続的に行

われていること」（ ）、及び「現地の環境保全につ

いての科学的根拠」（ ）だった。

４－４．減農薬率

最低限どの程度の減農薬率であると良いかとの

図３ 最低限必要とする減農薬率 

50％程
度
50%

75％程
度
50%

図２ 「オオサンショウウオ米」を販売する

際に付帯していると良い条件とその度合い 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公的機関、JA等の品質保証（認証制
度）

現地の環境保全活動が継続的に行われ
ていること

現地の環境保全についての科学的根拠

生産者情報の開示

オンサンショウウオの生息状況の情報
公開

オオサンショウウオ米の味に関する情
報公開

必須

すぐには必要ないが、
いずれあると良い

必要ない

図４ 環境保全に配慮した商材への販売意識 

とてもあ
る
60%

ややある
20%

まったく
ない
20%

図１ 「オオサンショウウオ米」の販売に対

する関心の度合い 

とてもある
40%

ややある
40%

まったくな
い
20%

N=5 

選択肢 1 2 3 4 5

銘柄
オオサン
ショウウ
オ米

オオサン
ショウウ
オ米

オオサン
ショウウ
オ米

オオサン
ショウウ
オ米

オオサンショ
ウウオ生息数

300匹 150匹 50匹 150匹

農薬削減率
100%（無
農薬）

50% 30% 50%

価格（10kg) 9,000円 5,000円 4,000円 6,000円

この中で
は販売可
能なもの
がない

表２ オオサンショウウオ米の販売に求める

条件（回答選択肢） 

N=4 

N=4 

N=4 
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問いに対して（図３）、減農薬率「 程度」が 票

（ ）、「 程度」が 票（ ）で、いずれの組織

でも最低 以上は必要との回答だった。

４－５．販売条件について

アンケートにおいて販売者に尋ねた販売条件を表

に示した。オオサンショウウオ米について、銘柄

（品種）をコシヒカリで白米 の販売条件として

は、選択肢 保全頭数 匹・減農薬率 ・販売

価格 円 が 票（ ）、選択肢 保全頭数

匹・減農薬率 ・販売価格 円 が 票（ ）

だった。

４－６．環境保全に配慮した商材への関心

環境に配慮した持続可能な農業による農産物の販

売に対して関心はありますかの回答は、「とてもある」

が多く、オオサンショウウオ米の販売への関心より

も高かった。理由への自由記述として、健康と環境

を考えた農薬化学肥料に頼らない、年令のこともあ

り今から勉強をして良い点をアピールして販売する

自信がない、世の中が ｓに取り組む流れになっ

ているため、環境あっての商売であり、人類である

からとの回答があった。いずれの回答者も、環境保

全に対する高い意識が伺えた。

４－７．生きものブランド米のブランド化に重要な

項目

生きものブランド米のブランド化に重要な項目

つの選択肢に対して順位付け及び不要な項目への×

をつける回答を求めた結果、各項目の平均順位は表

３の通りだった。

最も重要視されたのは、「環境負荷を軽減した農業」

であることで 番目以上の回答のみだった。次に「鮮

度が高いこと」、「減農薬・有機農業」の順だった。

その他の回答として、安心安全な食材、食味との回

答があった。

５．考察

５－１．生きものブランド米の販売に関心がある事

業者について

販売に関心がある事業者は、地元瀬戸市で創業し

た米穀小売店が多かった。いずれの事業者も創業年

数が 年以上と比較的長く営業している事業者で、

やはり地元への貢献意識が高いことが伺われる。

社のうち 社は、販売に関する関心が「とてもある」

との回答で、販売に対する意欲も高かった。

５－２．生きものブランド米の品質について

品質等の条件においては、「公的機関、 等の品質

保証（認証制度等）」、「現地の環境保全活動が継続的

に行われていること」、及び「現地の環境保全につい

ての科学的根拠」が必須との回答が多かった。こう

した認証制度や環境保全に関連する活動は、生きも

のブランド米のプレミアムを高めるためには必要に

なる一方で、労力が掛かることから、生きものブラ

ンド米の生産を中断する要因にもなり得る。新潟県

佐渡市の「朱鷺と暮らす郷認証米」の例においては、

その中断理由の 以上が、冬期湛水の継続により

水田に問題が生じたから、出荷価格があまり高くな

いから、エコファーマーの資格を更新するのが面倒

だったからという理由で、技術面、農業所得、事務

労力といった経営的側面からの影響が大きく、次に

近くの要因となったのが、冬期湛水を実施するの

が面倒になったから、生き物調査を実施するのが面

倒になったから、江の管理（泥上げ，除草等）が面

倒になったからといった様に、ブランド価値を維持

するための農作業の労力が要因だった 。販売者が

生きものブランド米に期待する項目は、生産者には

負担になることを想定して、生産者側の労力を軽減

する仕組みづくりを行うことが、生きものマークの

取り組みの持続性には重要であろう。

オオサンショウウオ米に求める減農薬率は、全て

の事業者が少なくとも 以上を求めるとの回答だ

った。この割合は、兵庫県豊岡市「コウノトリ育む

お米」の 減・無農薬、新潟県佐渡市「朱鷺と暮ら

す郷米」 ％減・ ％減， ％減・ ％減，無・無

（農薬と化学肥料についての地域慣行比の割合）と

比較して相応な割合と言える 。減農薬率は、「生

きものブランド米」の購入者の購入理由で重要な要

素であることが報告されているが 、その理由

は、「生きものブランド米」が環境保全や生物保全に

表３ 生きものブランド米のブランド化に重

要な項目 
生きもの米のブランド化に
重要な項目

平均順位

環境負荷を軽減した農業
鮮度が高いこと
減農薬・有機農業
地元の特産品であること
販売先の売り出し方
地元で生産していること
伝統的な農法によること
価格が安いこと N=4 
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貢献することよりも、減農薬・無農薬栽培であるこ

とで健康に良い農産物であるとの認識による。オオ

サンショウウオ米においても、こうした観点からの

マーケティングは重要と考えられる 。

一方で、減農薬栽培による虫害対策や雑草対策な

どの農作業の不効率化をいかに支援していくかも重

要で、生きものブランド米を生産することのデメリ

ットを軽減する仕組みを合わせて推進する必要があ

る。

オオサンショウウオ米について、銘柄（品種）をコ

シヒカリで白米 の販売条件としては、選択肢

保全頭数 匹・減農薬率 ・販売価格

円 が 票（ ）、選択肢 保全頭数 匹・減農

薬率 ・販売価格 円 が 票（ ）で、減

農薬率 を求めつつ、販売価格は相場よりはやや

高めの設定でも販売可能であるとの見方だった。既

往研究によると、ブランド化する生き物の種別ごと

の平均小売価格（ ）は、鳥類が 円＞哺乳類

円＞魚類 円＞生き物全般 円＞両

生類 円＞昆虫 円＞植物 円だった

。生き物の種別で見ると、両生類の付加価値はやや

低い方と言えるが、今回の回答者の平均小売価格は

円となることから、既往研究よりもやや高い

付加価値が認められた。これは、蛇ヶ洞川が愛知県

内唯一のオオサンショウウオの自然繁殖地であるこ

とや日本の東限の生息地であることによるプレミア

ムが付いたものと考えらえる。

５－３．生きものブランド米の生産、販売による地

域経済の活性化と地域の生物多様性保全の両立につ

いて

瀬戸市の米穀小売業者の回答からは、「公的機関、

等の品質保証（認証制度等）」、「現地の環境保全

活動が継続的に行われていること」、及び「現地の環

境保全についての科学的根拠」を必要としながらも、

生きものブランド米の販売に対する意欲が伺えた。

また、その理由として、地元の環境保全への貢献で

きるためとの認識が伺えた。こうした回答の傾向か

らは、瀬戸市におけるオオサンショウウオ米の開発、

販売の仕組みづくりに可能性が感じられた。

地域生態系の保全に貢献する地域経済の活性化は、

地域別に固有性が高い生物多様性保全の解決には、

必要不可欠だろう。グローバルな経済の中に、いか

にローカルな経済を組み込んでいけるか、そして推

進していけるかは、今後の生物多様性保全にとって、

重要な課題と考える。今回は、県内でも特に希少性

が高いオオサンショウウオを対象とした生きものブ

ランド米であることから、販売事業者にも高い意欲

が伺えた。一方で、多くの地域にカリスマ的な生物

がいるわけではないことは言うまでもない。地域の

生物多様性保全には、地域の多様な普通種の保全に

も貢献する農業やそれを支援する仕組みづくりが必

要であろう。生きものブランド米並びに生きものマ

ークの取り組みの真価は、こうした課題も含めて、

各地域において取組が進み、いかに根づくかで問わ

れると考える。
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